


東日本大震災復興支援イベント美浜落語会美浜文化ホール「市民プロデューサー講座 2015」実習公演

三遊亭粋歌（落語）

ジェット・カンフル（漫才）

にほんしゅ（漫才）

2001年真打昇進。通常のネタおろし、蔵出しの落語会を手掛ける一方で「噺家に見捨てられた落語」を再構成して
現代に蘇らせる「落語再生運動」も積極的に続けている。またまちづくりや防災の行事の為に新作落語を作り、関連
する活動に協している。
近年では側面からの落語普及に心掛け、一般の方への「落語」「太鼓」「三味線」の指導なども行っている。
2011年7月より「今そこに落語と笑いを配達する演芸団(今そこ演芸団)」を結成し、東日本大震災で被災した東北の
仮設住宅や公民館、病院、福祉施設に笑いを届ける活動を続け、現在も精力的に活動を行っている。
持ちネタ：主に古今亭一門のネタ全般　おかめ団子　宗珉の滝　ぼんぼん唄　ほか
出版物：CD「古今亭駿菊1『山崎屋』『鶴亀』」／CD「古今亭駿菊2『子別れ』『豊竹屋』」(共にワザオギレーベル)

東京都墨田区出身。OLを経て2005年、三遊亭
歌る多に入門。
2006年　前座となる。前座名「歌すみ」。
2009年　二ツ目昇進。「粋歌」と改名。
趣味/ヨガ、パントマイム、街歩き、映画鑑賞（邦画）
粋歌ブログ：http://ameblo.jp/suika-rakugo/

大心（ボケ／写真左）
吉田かず（ツッコミ／写真右
沖縄が生んだギャグんちゅ、大心の800以上の
ギャグを中心に、吉田のツッコミが冴えわたる！
大心持ちギャグ･･･50音ギャグ、アルファベット
ギャグ、都道府県ギャグ、沖縄市町村ギャグ、
メッセージ性のあるギャグ･･･ありとあらゆる
ギャグ（？）

昭和44年5月21日生。劇団花組所属。
�出身地：岩手県 大槌町。
俳優業の傍ら、東日本大震災の記憶を
風化させないために、紙芝居で当時の
状況を伝える活動を始める。
現在は関東・東北を中心に活動の幅を
広げている。�

　あさやん（利酒師／ボケ担当）　北井一彰（日本酒学講師／ツッコミ担当）
関西出身。結成当時、コンビ名を決めようと居酒屋で打ち合わせを行ったがアイデアが浮かばず、迷った末
「次に聞こえた単語をコンビ名にしよう！」と決めたところ、バイトさんの「日本酒はいりましたー」の掛
け声とともにコンビ名が決定。
数年後、コンビ名の日本酒の知識を得ようと飛び込んだのが、後に酒の師匠となる大越智華子の日本酒セミ
ナーだった。セミナーを受け、日本酒の魅力と大越の人柄に感銘を受けた二人は当時の所属事務所を辞め上
京、大越の営む酒販店・飲食店で酒修行に励む。
2014年9月、２人同時に利酒師の資格を取得、15年には北井が受験者中トップ成績で日本酒学講師の資格を
取得。酒にまつわる漫才ネタも年々増え続け、現在では全国の酒にまつわるイベントなどに呼ばれ、ネタ披
露、イベント進行など活躍の場を広げている。

古今亭駿菊（落語）

横道　毅（俳優）

市民プロデューサー講座とは？
千葉市美浜文化ホールでは「文化の力で街を元気に！」をテーマに、2011年より市民自らがイベントの企画・運営を行える
”人財”を育成する「市民プロデューサー講座」を開講しております。
本公演は、その口座の一環として、実際にイベント運営を体験するための”実習公演”となっており、公演当日は受講者の皆さ
んが実際に高座（落語用のステージ）設営から、お客様のお出迎えまで行います。
イベントプログラム自体はプロの演者が出演いたしますので、お気軽にご参加ください。

～出演者ご紹介～


